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論文内容の要旨

本論文は著者が本学大学院工学研究科に在学中に行った，研究成果をまとめたものである。全 6 章

よりなっている。

第 1 章は宇宙空間およびプラズマ工学装置に表われる電磁流体衝撃波現象，電磁流体衝撃波の分類

とその安定性， col1isionless shock wave などに関して問題点をのべ，本研究の意義を明らかにして

いる。

第 2 章は高温プラズマを発生するために衝撃波加熱が得策である乙とを示し quick acting gas 

valve (高速電磁弁)による puff (小気体塊)を用いた衝撃波駆動の有効性，進行波磁界形加速器に

よる衝撃波プラズマの加速とカスプ磁界による閉じ込めの実験結果を与えている。

第 3 章は高磁気レイノルズ数のプラズマ流の下で，磁化金属円錐体や磁気スロートにおける定在電

磁流体衝撃波，磁化プラズ、マ流の発生と金属球による定在電磁流体衝撃波，複合磁界の下での磁気流

体衝撃波の伝播などの実験結果を与え，飛朔体の大気再突入や宇宙現象のモデノレ実験の可能性などに

ついてのべている。

第 4 章は， col1isionless (無衝突)な磁化プラズマ中の衝撃波を理論的に概説し，実験によって求

めた collisionless shock wave の伝播，発生領域， collisionless な乱流的散逸などについてのべて

いる。

第 5 章は高速の電磁流体衝撃波や collisionless shock wave をうるために， 著者の開発した誘電

体スイッチを用いた超高速放電回路についてのべ，その実験結果を明らかにしている。

第 6 章は結論であって，以上 5 章にわたってのべてきた研究成果を総括し，その意義を明白にして

いる。
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論文の審査結果の要旨

本論文は電磁流体現象の中で， 最近注目を集めている collisionless shock wave の性質を研究し

たもので，種々のモデルならびに理論的取り扱いを比較検討し，さらに高速プラズマ流を発生させ，

実験的研究を実施している。その結果天体プラズマにおいて検出されたと同様の collisionless shock 

wave の現象が明確に捕えられた。またプラズマ加熱の一方式としてこの機構が有力であることをあ

わせて実証した。

以上のように本論文はプラズマ研究の発展に寄与するところが大で，博士論文として価値あるもの

と認める。
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